
な
協
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

⑩

帝
展
第
四
部
開
設
へ
の
動
き

官
展
に
第
四
部
（
工
芸
部
門
）
を
設
け
る
運
動
に
つ
い
て
は
既
に
触
れ
た

が、

一
向
に
実
現
を
見
ぬ
ま
ま
大
正
十
一
年
に
至
っ
た
。
こ
の
年
、
本
校
教
授

黒
田
清
輝
が
帝
国
美
術
院
長
に
就
任
。
工
芸
界
の
期
待
は
大
い
に
高
ま
っ
た
。

新
聞
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

帝
展
に
第
四
部
新
設
明
年
か
ら
エ
藝
美
術
を
加
へ
る

外
國
に
無
い
日
本
の
純
美
術
奨
勘
、
黒
田
院
長
の
決
意

日
本
霊
、
洋
盟
、
彫
刻
の
三
部
に
限
ら
れ
て
居
る
一帝
展
に
第
四
部
を
設
け

る
こ
と
が
決
定
に
な
っ
た
、
そ
れ
は
多
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
エ
藝
美
術
を
牧

容
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
、
文
部
省
公
設
展
覧
會
の
創
始
時
代
に
は

先
づ
純
正
美
術
の
奨
動
を
圏
る
に
急
で
あ
っ
た
が
日
本
の
エ
藝
に
は
外
國
に

其
比
を
見
な
い
立
派
な
純
美
術
的
の
も
の
が
あ
る
か
ら
國
費
を
割
い
て
隆
昌

を
期
す
る
斯
る
奨
動
機
闊
に
は
嘗
然
加
入
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
主
旨
に

よ
っ
て
美
術
工
藝
増
置
の
運
動
は
文
展
の
中
期
か
ら
起
つ
て
今
日
に
追
び
現

帝
國
美
術
院
長
黒
田
清
輝
子
を
會
頭
と
す
る
國
民
美
術
協
會
な
ど
も
其
の
急

先
鋒
で
あ
っ
た
、
慮
で
黒
田
子
が
美
術
院
長
に
新
任
し
た
の
は
旱
天
に
雲
覚

を
笙
ん
だ
如
く
勇
氣
づ
い
て
學
校
派
の
津
田
信
夫
氏
と
民
間
振
の
赤
塚
自
得

氏
は
先
般
打
揃
つ
て
院
長
を
訪
問
し
元
来
賛
成
者
で
あ
っ
た
立
場
か
ら
是
非

に
其
の
盛
力
を
乞
う
て
承
諾
を
得
た
の
で
あ
る
、

美
術
院
で
は
幹
事
の
正
木

氏
も
賛
成
側
で
あ
り
揺
原
審
査
委
員
長
に
も
異
存
が
な
い
ら
し
く
其
後
好
都

合
に
纏
ま
っ
た
と
聞
い
た
が
鰹
費
や
會
場
の
闊
係
で
却
々
ウ
ソ
と
言
は
な
か

っ
た
文
部
営
局
も
院
長
幹
事
の
説
明
で
割
合
に
軽
少
の
費
用
で
も
事
足
り
美

術
界
の
希
望
を
容
る
4

こ
と
が
出
来
る
の
を
知
っ
た
結
果
急
速
に
進
轄
し
て

来
年
度
の
豫
算
に
計
上
す
る
ま
で
に
運
ん
だ
の
で
あ
る
、
目
前
に
迫
っ
た
今

秋
の
＿
帝
展
を
限
り
と
し
て
明
年
か
ら
は
四
部
制
が
宜
現
さ
れ
る
で
あ
ら
う

紐

費

は

一

萬

圃

位

正

木

直

彦

氏

談

『＿
帝
展
に
エ
藝
美
術
の
一
部
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
事
宜
で
あ
る

此
の
問
題
は
以
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
が
機
運
が
熟
し
た
の
で
あ
る
、
今

春
平
和
博
美
術
館
の
エ
藝
部
で
綜
合
鑑
査
を
試
み
た
の
も
豫
め
斯
う
い
ふ
時

期
の
到
来
を
考
へ
て
行
っ
た
の
で
相
嘗
の
成
績
を
畢
げ
得
た
か
ら
手
心
は
判

る
、
只
會
場
や
陳
列
棚
新
設
備
等
の
問
題
が
あ
る
け
れ
ど
現
在
の
竹
之
棗
陳

列
館
を
標
準
に
し
て
も
百
坪
位
の
固
劃
を
割
け
ば
可
い
の
だ
し
新
設
備
と
い

つ
て
も
豫
算
年
額
一
萬
圃
足
ら
ず
の
増
加
で
演
む
の
だ
か
ら
束
年
は
必
ず
宜

現
が
出
来
る
と
い
つ
て
も
差
支
あ
る
ま
い
』

（
大
正
十
一
年
十
月
六
日
『
国
民
新
聞
』
）

こ
う
し
た
期
待
に
も
拘
ら
ず
、
次
の
記
事
が
示
す
よ
う
に
、
第
四
部
設
置
は

見
送
り
と
な
っ
た
。

帝
展
に
エ
藝
美
術
作
品
を
牧
容
し
た
い
と
い
ふ
望
み
は
多
年
エ
藝
美
術
家

各
園
腔
か
ら
の
意
向
で
あ
っ
た
が
文
部
省
も
黒
田
一帝
國
美
術
院
長
新
任
と
共

に
過
般
従
来
の
一
一
一
部
制
度
に
追
加
し
て
第
四
部
工
藝
美
術
豫
算
を
計
上
し
極

力
通
過
に
つ
と
め
た
が
大
蔵
省
で
右
豫
算
は
削
除
さ
れ
ま
た
一
年
延
期
と
な

工
藝
美
術
品
の
＿帝
展
入
り
は
延
期

豫
算
五
萬
圃
削
除
さ
る
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っ
た

な
ほ
十
二
年
度
の
一
帝
展
豫
算
は
五
萬
四
千
二
百
七
十
二
圃
で
あ
る

（
大
正
十
一
年
十

一
月
十
一
＿一
日
『
東
京
日
日
新
聞
』
）

こ
の
後
、
第
四
部
設
樅
運
動
の
中
心
人
物
津
田
信
夫
は
翌
十
二
年
一
月
に
渡

欧
し
た
が
そ
の
不
在
の
間
、
十
二
年
十
二
月
六
日
の
帝
国
美
術
院
臨
時
総
会
は

満
場
一
致
で
第
四
部
の
設
置
を
府
美
術
館
完
成
後
に
実
施
す
る
こ
と
を
決
議
。

十
三
年
七
月
に
は
帝
国
美
術
院
長
黒
田
清
輝
が
死
去
し
、
設
置
運
動
の
前
途
が

危
ぶ
ま
れ
る
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
十
四
年
十
二
月
、
津
田
信
夫
が
帰
国

し
、
再
度
設
置
促
進
運
動
に
取
り
組
む
。
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